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第３９５回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２３年２月２７日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ８人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員 

栁川かおり 委員    大久保千春 委員     

    本宮 宏美 委員     迫  一成 委員         

  会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 

常務取締役      増子  隆 

取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 

コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 

報道制作局長               竹野 和治 

報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 

合評番組プロデューサー          吉野 龍太 

事務局             道場拓哉  坂上 寿史   
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

「ガタオシ！！新潟いかがでＳＨＯＷ！」  

   (２０２２年１２月２９日（木）１６:０５～１６:５５放送） 

 

２） 会社報告 

① １月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 講じた措置、議事概要の公表  （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

 

会社側からは「人気芸人の銀シャリに新潟の魅力を伝え、その魅力を全

国各地に広げてもらう、ということをテーマに作った特別番組。糸魚川

市出身の横澤夏子さんが率いる『新潟の魅力セールス部隊』は、テレビ

新潟の営業メンバー。自ら体当たりロケを敢行し、その魅力をプレゼン

した。もともとは東京支社の営業メンバーから持ち上がった企画で『自

分たちが売りたい番組を自分たちで作りたい』というのが発端だったた

め、出演、取材対象のリサーチ、タレントのブッキングなど、番組制作

に関わるあらゆることを営業メンバー自身が担当。営業メンバーが出演

してプレゼンするという今回のような番組は弊社でも初の試みだった。

演出する上では、各自が自然体で撮影にのぞむという点に気を付けた。

営業メンバーがプレゼンするＶＴＲの編集が終わった時点では、面白い

番組になるのかという不安もあったが、銀シャリがＶＴＲに的確なツッ

コミを入れてくださったことで番組として成立し、銀シャリ、横澤夏子
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という人気芸人をブッキングできたことがプラスに働いたと感じている。

出演した営業メンバーは、番組制作の大変さや産みの苦しみを味わうこ

ともでき、良い経験ができた。」という趣旨の説明があった。 
 

（委員の意見） 

●取り上げられていた内容が知らないものが多かったため新鮮だった。 

●糸魚川市の梶山湯川温泉の紹介をした竹田さんと案内人とのやりとり

がＹｏｕＴｕｂｅっぽさもありながら嫌な感じはしなかった。 

●「ガタオシ」というタイトルから、新潟の番組でよく取り上げられて

いる企業やお米やお酒を東京に紹介するのかと思っていたが、新潟県

民が初めて知るような場所などを取り上げていてプラスになった。 

●プロがプレゼンをしているのではないということと、作っていないと

いうことで親しみやすさがあった。 

●強いて言えば、銀シャリさんにどこかに取材に行ってほしかった。 

●無理な演出をしていないところが見ていて楽だった。 

●「東京で営業をしている」ということを視聴者はイメージできるのだ

ろうか。普段はこういうことをしているという説明があるとよかった。 

●銀シャリさんの的確なツッコミと、横澤夏子さんのつなぎ役が効果的

で、素人的な話を引き受けてくれるプロがいて、その楽しみ方を視聴

者が分かって一緒に共有できるという作りが絶妙だった。 

●営業担当者がプレゼンするというコンセプトが非常に斬新で、横澤夏

子さんの地元愛もよい効果を持った。 

●サントピアワールドの「生き残ることが新潟県民の思い出を残すこと」

というコメントがバラエティーでありながら感動した。 

●営業の方が東京支社にいるのであれば、今度は東京にある新潟をプレ

ゼンするような企画も検討してほしい。 
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●「ガタオシ」というタイトルで県全体を紹介するには新潟は広すぎる。

銀シャリの鰻さんも「糸魚川寄りじゃない？」と言ったように、この

時間で網羅的な番組とするには少々難しいと感じた。 

●出演した社員はそれぞれ個性的で人間味溢れていてとても面白かった。 

●スタジオのセットが簡素で白い机の上でやっていたが、何か意図があ

ったのかを知りたかった。 

●ひとつのチャレンジというような構成だったので、さらに深めていっ

てほしい。 

●糸魚川市の梶山湯川温泉は、日本で３番目に温泉が多い県の紹介とし

ては少し極端だった。 

●海洋高校の地域おこしを体験した堀川さんのプレゼンがよかった。高

校生の真摯な思いが伝わる魅力的な内容だった。 

●テレビ新潟の営業社員の「新潟を盛り立てたい」という気持ちが伝わ

ってくる奮闘ぶりで、肩がこらずに見ることができるとてもいい番組

だった。 

 

６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

１月……２２０件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２３年１月２３日) から、  

昨日(２０２３年２月２６日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

 

 



 5 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第３９４回審議会では、「ＴｅＮＹ報道特番 にいがた語

り〆 年末だからここまで言わせて」を審議いただき、委員の

意見は議事概要にて記者、制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員、スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第３９５回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備します。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第３９４回番組審議会議事録 

・１月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２４７） 

・民間放送新聞（２２１２号） 

以上 


